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第 1 章では，酸性再石灰化溶液におけるフッ化物イオン (F) 濃度とフッ化アパタイトに対する飽和
度 (DSFA) のヒトエナメル質人工う蝕病巣の再石灰化に対する影響を考察した。 1-25ppm の F を含む
5 種類の酸性再石灰化溶液をエナメル質薄切片に反応させ マイクロラジオグラフ法を用いて 760 時
間反応追跡した。 F を 1ppm 含む溶液 (DSFA=2.87) では脱灰のみが観測されたが， F を 2.1・ 10.lppm
含む溶液 (DSFA=3.17-3.70) では再石灰化と脱灰が病巣内で同時に起こる反応が観測された。フッ化

























フッ化物イオン含有酸性再石灰化溶液をヒトエナメル質人工麟蝕病巣に適応した場合， 1 ppm とい
う低濃度フッ化物イオンでは酸性 pH による脱灰のみが観察されたが， 2.1 "" 10.1 ppm F では脱灰に加
え再石灰化も観察され 脱灰病巣内の均一な再石灰化が生じていることが明らかになった。さらに 25
ppm F では再石化のみが観察された。これらの観察から，フッ化物イオン含有酸性再石灰化溶液では，
フッ化物イオン濃度に依存して増大するフッ化アパタイトに関する過飽和度が再石灰化を規定してい
ることを明らかにし，上述の仮説を証明するとともに，脱灰・再石灰化の反応モデルを提案している。
また，同様の実験を人工ヒドロキシアパタイトベレットを用いて行い，ヒトエナメル質と類似した結
果を得たことから，脱灰と再石灰化反応には再石灰化液の組成およびエナメル質の多孔性構造が大き
な響影を及ぼすという考察に至っている。
従来から用いられている中性 pH 再石灰化溶液との比較では，酸性再石灰化溶液を用いた方が，軟化
表層型脱灰病巣の表層部における過度の再石灰化の抑制，および表層下脱灰型病巣における全体的な
再石灰化の促進が認められ，本研究において考案されたフッ化物イオン含有酸性再石灰化溶液の効果
的な再石灰化能を明らかにした。
本研究は，フッ化物イオン含有酸性石灰化溶液がヒトエナメル質踊蝕病巣を効果的に再石灰化する
ことを示し，さらにフッ化物イオン存在下における酸性状態での脱灰・再石灰化現象を明らかにした
ものであり，エナメル質僻蝕の再石灰化治療等，今後の麟蝕予防・治療に関して多大な貢献をするも
のである。よって本論文は 博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断する。
-64-
